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がんの治療と鍼灸について 

～鍼灸を受けたいと思った方へ～ 
 

 
 

 

鍼灸は、がん治療を支える補完療法のひとつです。 

「鍼灸を受けてみたい」と思ったら、まずは自分の気持ちとして整理し、 

必要に応じて主治医や看護師に相談してみましょう。 

安全に取り入れることで、日々のつらさや症状を和らげる助けになります。 

 

 

大慈松浦鍼灸院 

 

───────────────────────────── 



■ 鍼灸で期待できること（※効果には個人差があります） 

・がんに伴う痛みの軽減   

・化学療法によるしびれ（末梢神経障害）の改善   

・吐き気・食欲不振・便通の乱れの軽減   

・だるさ・不眠・ホットフラッシュなどの症状改善   

■ 鍼灸を受けるときに確認するとよいこと 

必要に応じて、主治医や医療スタッフに相談する項目は次の通りです。   

 

□ 血液検査（血小板・白血球など）   

□ 抗凝固薬・抗血小板薬の使用   

□ 発熱や感染の有無   

□ カテーテルや手術創の有無 

 

■ 鍼灸を受けるときの注意 

・清潔な使い捨ての鍼を使用します。   

・皮膚に感染や傷がある場所には鍼を行いません。   

・施術中に体調の変化があれば、すぐに伝えてください。   

・治療後の様子は、希望に応じて医療スタッフと共有することもできます。 


